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長期保存中における絹糸の性能に及ぼす湿度の影響
福　田　瑛　子
1．緒　　言
　昨今では、綿・麻などの天然繊維指向の流れが絹にも及んできている。絹繊維は、蚕が体
内で育てた十数種のアミノ酸からなる高分子蛋白質の集合体で、絹糸腺内での糸状形成や
フィブリル構成と延伸、優雅な光沢や風合いは、他繊維には到底及ばない優越さをもってい
る。しかし繊維構造がデリケートであるため、比較的アルカリに弱く、耐摩耗性が劣るうえ、
特に水中や湿った状態での損傷を受けやすい。
　そこで前報では、絹織物を試料として、関係湿度の異なる大気中に30日間放置し、その伸
縮率について調べ1）、さらに関係湿度の異なる空気中に放置した親水性繊維と、疎水性繊維の
引張特性の変化についても調べた2）⇒。
　本報では絹糸を用い、一定湿度の空気中に、長期間放置した引張特性の変化についての結
果を報告する。
2．実験方法
　1）試　　料
　使用した絹糸は、太さ120Dの生糸を用いた。
　2）湿度の調整
　湿度の調整方法はデシケータ法により、各関係湿度を表1に示した。
　3）試料の作製
試料糸は500㎜の長さを10本採取し、105℃で150分乾燥後、太さ3㎜のステンレスの枠に布
を巻き、それに糸をかせ状に吊した。その試料枠を中板径300㎜の褐色デシケータ中に密封
し、93％R．H．と湿潤状態は、昭和56年10月～昭和58年10月までの2力年間放置し、乾燥状態
と20％R．H．、65％R、H．は、昭和56年10月～平成元年10月までの96ヵ月間放置し調湿した。
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表1　調整湿度
薬　　　品 デシケータ中の関係湿度図
Sio2・nH20 乾燥状態（0）
CH3COOK 20
（CH、COO）2Mg 65
Na2SO4 93
H20 湿潤状態（100）
表2　引張試験条件
試　　　長 80㎜
引張速度 40㎜／min
ロードセル 5㎏f
フルスケール 1000gf
記録紙速度 100㎜／min
温　度 22±2℃測　定　時
湿　度 67±3％
その間の2力年は1カ月ごとに、それ以後は6カ月ごとに試料をとりだした。とりだした各
試料は、65％R．H．のデシケータ中に放置後、糸で縛って吊した部分と、吊り下げた部分を除
いた中央の部分より、引張試験用の試料を10本採取した。
　4）引張試験条件
　引張試験機はオートグラフS－100－C型を用い、表2に示す試験条件により強伸度曲線を求
めた。
3．実験結果と考察
　1）切断荷重
　切断荷重の結果を図1～図5に示した。図中の矢印は、10本の測定結果の平均値と95％信
頼度の範囲である。
　乾燥状態では、多少のバラツキはみられるが、月の経過と共にわずかずつ低下している。
20％R．H．と65％R．H．も月を増すごとに減少している。乾燥状態、20％R．H．と65％R．H．間
の差はみられない。93％R．H．では、7カ月までは徐々に低下し、それ以後23カ月までは変化
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が少なく、24カ月目では38％の低下がみられた。高湿度では、1カ月目の低下が25．5％、そ
れ以後20ヵ月までは変化が少なく、21カ月よりの減少が強く現われ、24カ月での強度低下は
93．2％と高湿度による影響が強く現われた。
　2）切断伸度
　切断伸度の結果を図6～図10に示した。乾燥状態、20％R．H．、65％R．H．での伸度低下は
ほとんど認められない。又各関係湿度間における差も認められない。93％R．H．では月の経過
と共に低下し、24カ月目の低下率は50．7％であった。高湿度では2カ月目の初期において急
激に低下し、それ以後19カ月まではあまり変化なく、21カ月目よりの低下が激しくなり、24
カ月では94．2％低下している。
4．結　　論
　湿度の異なる空気中に、長期間の経時的変化を究明するために、絹糸の荷重一伸長曲線を
求めた。得られた結果は次の通りである。
　1）切断荷重については、乾燥状態、20％R．H．、65％R．H．における強度低下は少なく、
93％R．H．では月の経過と共に強度低下し、24カ月目での低下が大きく現われた。高湿度では
1ケ月目で大きく低下し、それ以後20カ月までの変化は少ないが、21カ月以後の強度低下が
激しく現われた。
　2）切断伸度については、乾燥状態、20％R．H．、65％R．H．での伸度低下はほとんどみら
れず、93％R．H．では24カ月で51％低下し、高湿度の24カ月目では94％低下した。
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